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（Scanning Probe Microscopy: SPM）を用いた動作中MOSFETの２次元キャリア密度解析法を提案し


















に保ち（Vd = 1.0 V）、ゲート電圧を上昇させた
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であり、1/Ti よりも小さい周波数に帯域制限された信号に対して、時定数 Ti が一段あたりの遅延時間
になる。抵抗値は回路ごと、そして時間ごとに変えることができるように設計している。それにより、




ットしている。t < 4 では、回路一段あたりの遅延時間は0.08s にしている。この間では電気信号は一定
の速度で回路間を伝搬していることが分かる。時刻 t = 4 s に一斉に遅延時間を約20 倍の 1.6s にする
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中 規 模 の 伝 搬 性 電 離 圏 擾 乱 （ T r a v e l i n g
Ionosphere Disturbance; TID）との一致性が観測
されており、TID中の電子密度勾配が生み出す分
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とする成層圏無線中継用飛行機に用いられたSHARP（Stationary High Altitude Relay Platform）シス
テムの自己ビーム制御方式を、元の方式で使われていた高度計を不要とし、かつ高速に収束するように
改良しIQ法と名づけた。本方式では、送電用のアンテナ素子毎に位相を直交４方向に変化させ、それ
に伴う受信信号の強度変化を元に、正しい位相の値を推定し、これを繰り返すことによりアンテナアレ
イとしての正しい指向性を得るものである。この方法そのものは、小規模のアレイのビーム制御に応用
可能である。
IQ法を、基準位相を合わせることができないような、多数のユニットからなる大規模なフェイズドア
レイシステムの位相制御について、ユニット内では従来からのレトロディレクティブ方式でビームを向
け、それらの基準となる位相の同期を取ることに応用した。その結果をシミュレーションにより評価し
た。図１は10素子のアンテナからなり、黒線で示すように、初期状態ではレトロディレクティブ方式ユ
ニット毎ではある方向のビームを形成するように
位相が揃っていた。これに本方式を適用すると10
のユニットが、（のこぎり波状の）灰色の線で示
されたように、システム全体で位相が揃えられる。
しかし、一つ一つのユニットの位相を順に更新し
ていくのでは、位相が統一されるまで非常に時間
がかかるという短所があるため、更新操作を一部
重畳させた方法によっても同期が取れ、高速化が
図れることも示した。
図１．ユニット型SPSにおけるIQ法適用前（黒）後
（灰）での基準信号の位相
